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共同研究提案書（企業団外提案用）　　　　　　　　　様式第２号
共同研究副申書　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式第３号
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共同研究企画書作成要領
フィールド試験申請書作成要領
　
様式第１号（第５条関係）
　　年　　月　　日
大阪広域水道企業団技術開発共同研究等審査会
　会　　　　長　　　　　　　様
所属名
共同研究提案書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　テーマ名

	

	提案所属
提案者氏名、連絡先
	所属：　　　　　　　（課）　　　　　　　（グループ）

	
	氏名：　　　　　　　TEL：　　　　　　　内線：

	添付資料
	　有（枚数　　　枚）　・　　無


	１　共同研究提案理由（背景、現状の問題点、企業団における必要性、共同研究の妥当性等）


	

	

	

	２　共同研究の目的


	

	

	

	

	

	３　共同研究の内容


	

	

	

	

	

	４　技術的な実現可能性(技術開発の内容に関連した現行技術や具体的なアイデア等)


	

	

	

	

	

	

	

	５　共同研究によって期待される効果


	

	

	

	

	

	

	６　共同研究成果の活用方法(成果物の導入、配備への反映、事務取扱いへの反映等)


	

	

	

	７　共同研究に係る経費及び支出科目
　　　　全体概算額：

	　　　　　　　　年度概算額：

	

	　　　　支出科目：

	８　全体計画
年　度
○○年度
○○年度
○○年度
○○年度以降
調査研究内容



様式第２号（第５条関係）
　　年　　月　　日
大阪広域水道企業団
企業長　○○　○○　様
提案者　　　　　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　
会社名　　　　　　　　　　　　
代表者　　　　　　　　　　　　
共同研究提案書
○本提案書について、共同研究に必要な下記の項目について、記入提出して下さい。
· テーマ名
· 共同研究提案理由
· 共同研究の目的
· 共同研究の内容
· 共同研究の妥当性
· 技術的な実現可能性
· 共同研究によって期待される効果
· 共同研究成果の活用方法
· 共同研究に係る概算経費
· 年次計画
· その他必要事項
· 添付書類等がある場合は､併せて提出すること
様式第３号（第５条関係）
　　年　　月　　日
大阪広域水道企業団技術開発共同研究等審査会
　会　　　　長　　　　　　　様
所属長名
共同研究副申書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　テーマ名

	

	提案者　
担当者氏名、連絡先
	会社名：

	
	氏　名：　　　　　　　　　　TEL:

	添付資料
	　有（枚数　　　枚）　・　　無


	１　共同研究提案理由（背景、現状の問題点、企業団における必要性、共同研究の妥当性等）


	

	

	

	２　共同研究の目的


	

	

	

	

	

	３　共同研究の内容


	

	

	

	

	


	４　技術的な実現可能性(技術開発の内容に関連した現行技術や具体的なアイデア等)


	

	

	

	

	

	

	

	５　共同研究によって期待される効果


	

	

	

	

	

	

	６　共同研究成果の活用方法(成果物の導入、配備への反映、事務取扱いへの反映等)


	

	

	

	７　共同研究に係る経費及び支出科目
　　　　全体概算額：

	年度概算額：

	　　　　支出科目：

	８　全体計画
年　度
○○年度
○○年度
○○年度
○○年度以降
調査研究内容



様式第４号（第５条関係）
　　年　　月　　日
大阪広域水道企業団技術開発共同研究等審査会
会　　　　長　　　　　　　様
所属名
フィールド試験提案書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　テーマ名

	

	提案所属
提案者氏名、連絡先
	所属：　　　　　　　（課）　　　　　　　（グループ）

	
	氏名：　　　　　　　TEL：　　　　　　　内線：

	添付資料
	　有（枚数　　　枚）　・　　無


	１　フィールド試験提案理由(背景、企業団における有益性、妥当性等)


	

	

	

	２　フィールド試験の目的及び期待される効果


	

	

	

	３　フィールド試験の内容


	

	

	

	

	

	


	４　フィールド試験成果の活用方法(成果物の導入、配備への反映、事務取扱いへの反映等)


	

	

	

	５　フィールド試験に係る経費の取扱い


	

	

	

	６　全体計画
年　度
○○年度
○○年度
○○年度
○○年度以降
内容
フィールド試験



様式第５号（第５条関係）
　　年　　月　　日
大阪広域水道企業団
企業長　○○　○○　様
提案者　　　　　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　
会社名　　　　　　　　　　　　
代表者　　　　　　　　　　　　
フィールド試験依頼書
○本依頼書について、フィールド試験に必要な下記の項目について、記入提出して下さい。
· テーマ名
· フィールド試験依頼理由
· フィールド試験の目的及び期待される効果
· フィールド試験の内容
· フィールド試験の妥当性
· フィールド試験成果の活用方法
· フィールド試験に係る経費
· 年次計画
· その他必要事項
· 添付書類等がある場合は､併せて提出すること
様式第６号（第５条関係）
　　年　　月　　日
大阪広域水道企業団技術開発共同研究等審査会
会　　　　長　　　　　　　様
所属長名
フィールド試験副申書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　テーマ名

	

	提案者　
担当者氏名、連絡先
	会社名：

	
	氏　名：　　　　　　　　　　TEL:

	添付資料
	　有（枚数　　　枚）　・　　無


	１　フィールド試験提案理由(背景、企業団における有益性、妥当性等)


	

	

	２　フィールド試験の目的及び期待される効果


	

	

	３　フィールド試験の内容


	

	

	

	

	

	

	


	４　フィールド試験成果の活用方法(成果物の導入、配備への反映、事務取扱いへの反映等)


	

	

	

	

	５　フィールド試験に係る経費の取扱い


	

	

	

	６　全体計画
年　度
○○年度
○○年度
○○年度
○○年度以降
内容
フィールド試験



様式第７号（第６条関係）
　　年　　月　　日
大阪広域水道企業団
企業長　○○　○○　様
共同研究者
                                    　　　　　住　　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　
共同研究企画書
共同研究課題名「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
	１．共同研究応募理由
	

	２．共同研究に対する姿勢
	

	３．共同研究の内容
４．共同研究の期間及び開発手順
	（１）提示したテーマの共同研究内容について、解決策を詳細に記入


	
	（２）提示したテーマ以外でこの共同研究の目的を達成するために必要と思われるサブテーマと解決策を記入


	
	（３）共同研究の実施場所、使用する企業団の用地、施設等を記入

	
	

	５．類似研究の実績
	

	６．会社概要等
	

	７．共同研究に対する組織表
	

	８．共同研究費
	

	９．取得特許等（出願中も含む）
	

	10．その他必要と思われる資料等
	

	11．この共同研究に対する意見、希望等


様式第８号（第６条関係）
　　年　　月　　日
大阪広域水道企業団
企業長　○○　○○　様
フィールド試験申請者
                                    　　　　　住　　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　
フィールド試験申請書
	１．フィールド試験課題
	

	２．フィールド試験の目的
	

	３．フィールド試験内容
	（１）設置しようとする装置等

	
	（２）試験項目等

	
	（３）フィールド試験を受けたい場所、用地施設等

	４．水道、光熱電力その他の使用
	フィールド試験に関する、水道、光熱電力その他の使用について、企業団の施設を使用する場合


	５．フィールド試験期間
	

	６．フィールド試験に関する代表者及び担当者
	代表者氏名
担当者氏名

	７．実用試験を行う装置等に関する使用実績
	使用実績がある場合（水道分野以外も含む）

	８．フィールド試験に関する既取得特許（出願中も含む）等
	

	９．フィールド試験成果の発表方法及び時期
	

	10．その他
	


　共同研究企画書作成要領
（１）企画書作成要領

	１　共同研究応募理由
　　・応募した理由について具体的に記述してください。
２　共同研究に対する姿勢
　　・本共同研究に対する取組み、姿勢等について記述してください。
３　共同研究の内容
(1) 企業団が提示したテーマの共同研究内容について、解決策を詳細に記述して下さい。
　ア
　イ
・
・
(2) 企業団が提示したテーマ以外でのこの共同研究の目的を達成するために必要と思われるサブテーマと解決策を記述してください。
　ア
　イ
　・
　・
上記(1)､(2)について、共同研究の実施揚所、使用する主な実験装置や機械器具、使用を希望する企業団の用地、施設等についても分かる範囲で具体的に記述して下さい。
４　共同研究の期間及び開発手順
　　・研究開発に要する期間を項目別になるべく詳細に明記して下さい。
　　・開発手順については、フローチャート図等で明示して下さい。
　
５　共同研究を行うに当たっての類似研究の実績
　　・共同研究内容と類似した研究、開発を貴社が行っている場合は、差し支えない範囲でその内容を明示して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


・既に貴社がこの研究に類似するものを行っており、その基本特許等を取得又は出願している場合は、それについて差し支えない範囲で明示して下さい。

	10　その他必要と思われる資料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　この共同研究に対する意見、希望
本共同研究企画書の寸法はＡ－４判とします。(ただし、図面等は除く)


（２）企画書作成要領の解説
　　企業団の共同研究に応募する者又は企業団の指名に応じて共同研究を実施しようとする意思のある者は、共同研究企画書（以下「企画書」という。）を企業団に対して提出するものとする。
①　応募理由と姿勢(項目１、２)
　　　共同研究に対して、応募した理由及び取組、姿勢等について記載してもらう。
2 共同研究の内容（項目３）
　　　企業団が公募の際に提案した課題は極めて簡素に記載されている。よって、企業団が示した課題のみで「共同研究の内容」を記述することは、課題のポイントがずれるおそれがある。このため、課題を補完するために必要な「サブテーマ」を記入してもらう。
③　共同研究の期間及び開発手順（項目４）
　　　共同研究の期間は、おおよそ１～４年程度とする。期間の上限を４年程度としているのは、現在の技術進歩を勘案すると、これ以上長期のものについては適時性、特殊性等から開発研究には適さないものと考えられるためである。
　　　複数年度にわたる共同研究は、年度の区切りや成果の予測が必要である。特に、年度毎に研究費を精算する必要があるため、開発手順とチェックポイントを明確にしておく必要がある。
④　共同研究を行うに当たっての類似研究の実績（項目５）
　　　企業団が提示した課題について類似の研究実績があれば、より優れた課題解決能カが期待でき、共同研究の相手方を選定するに当たっての一つの要素となる。
⑤　会社概要（項目６）
　　　共同研究の相手方として、社会的信用度及び経済的基盤の評価に関する判断材料とする。
⑥　組織体制（項目７）
　　　企画書の内容を実現させるためには相手方の組織カが不可欠であり、どのような組織とで共同研究を行うのかを把握しておく必要がある。
⑦　共同研究費（項目８）
　　　共同研究の基本的考えは、｢共同研究は利益を目的としたものではない｣ということであり、共同研究を希望する民間企業や研究機関等にこのことを十分理解してもらうことが必要である。費用はこの趣旨を十分に考慮して、経済性及び効率性の観点から算出されたものでなくてはならない。
⑧　共同研究に関わる既取得特許（出願中のものを含む）等（項目９）
　　　共同研究の相手方は、課題に対して類似の研究や開発を行っている場合があり、類似課題の競合部分で特許を既に取得しているか又は出願中の可能性がある。この特許（出願中のものについては取得後に）を使用しなくては課題解決ができないことが考えられ、また、共同研究の過程で新たな特許権等が発生する可能性もあるため、共同研究の相手方と無用のトラブルを避ける必要から、その特許使用料や権利をどのような形で行使するのか等を考慮しておく必要がある。
⑨　その他必要と思われる資料（項目１０）
　　　企業団が提示した項目だけでは企画書の内容が不完全であると思われる場合は、必要資料を添付してもらう。
　フィールド試験申請書作成要領
（１）申請書作成要領

７　実用試験を行う装置等に関する現在までの使用実績

	　本フィールド試験に関連する現在までの試験実績、水道分野だけでなく他の分野を含めての使用実績等について記入してください。
　８　フィールド試験に関する既取得特許（出願中のものを含む）等
　　貴社が、フィールド試験に関連して、既に基本特許等を取得又は出願している場合は、それについて差し支えない範囲で明示してください。
９　フィールド試験成果の発表方法及び時期
　フィールド試験の成果の発表を予定している場合は、その方法及び時期について記入してださい。
　10　その他
(1) 事務担当者名及び連絡先
(2) 別添資料
ア　会社定款
イ　会社概要
ウ　その他
本フィールド試験申請書の寸法はＡ－４版とします。（ただし、図面等は除く）


（２）申請書作成要領の解説
　　企業団のフィールド試験の相手方の公募に応募する者又は企業団の指名に応じてフィールド試験を受ける意思のある者は、フィールド試験申請書(以下「申請書」という。)を企業団に提出する。
①　フィールド試験の課題と目的（項目１、２）
　　　フィールド試験を依頼する者が記入するが、企業団が公募又は指名した場合は、企業団が提案した内容に沿って記載する。
②　フィールド試験内容（項目３）
　　　実用試験を行おうとする装置等に関する資料も含めて、できるだけ詳細な記入が必要である。
③　フィールド試験期間（項目５）
　　　フィールド試験の期間は、フィールド試験内容によって妥当と考えられる期間を記入する。
④　フィールド試験に関する代表者及び担当者（項目６）
　　　フィールド試験の実施に必要な資格等がある場合は、その資格等についても記入する。
5 実用試験を行う装置等に関する現在までの使用実験
　　　実用試験を行う装置等について既存の試験実績、使用実績等は、装置等の開発の程度や実用性を判断する材料になる。
6 　フィールド試験に関する既取得特許（出願中のものを含む）等（項自８）
　　　フィールド試験の相手方は、試験を行う装置等について特許を既に取得しているか、又は出願中の可能性がある。フィールド試験では、基本的に企業団は、相手方の装置等の試験のために、用地や施設を提供して試験データを共有するだけの関係にある。しかし、フィールド試験の過程で企業団が相手方に対して行ったアドバイスやノウハウの提供によって、新たな特許権等が発生する可能性が皆無とはいえない。よって相手方と無用のトラブルを避ける必要から、その特許使用料や権利をどのような形で行使するのか等を考慮しておく必要がある。
7 　その他（項目１０）
　　　会杜概要等の資料は、フィールド試験の相手方としての、社会的信用度及び経済的基盤の評価に関する判断材料とする。その他、企業団が提示した項目だけでは申請書の内容が不完全であると思われる場合は、必要資料を添付してもらう。
　
企業団内提案用





企業団外提案用





企業団内提案用





企業団外依頼用
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